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ルーテル学院大学は二〇〇九年に創立一〇〇周年を迎えた。ちなみにルター研究所は二〇一〇年に開設二五周
年、ルーテル学院大学の姉妹校の九州学院は二〇一一年に創立一〇〇周年を迎えた。
創立一〇〇周年を記念して、ルーテル学院大学ではアメリカとドイツの大学と神学校の協力を得て、一連の神
学講演を企画した。講演時期の順番に並べれば、以下のとおりである。
一、ロバート・コルブ「今日、福音をどう語りどう生きるか
―
ルター派の立場から」 （二〇〇九年六月一七
日、日本ルーテル教団六本木ルーテル教会）
二、ヨアヒム・リングレーベン「ルターの聖餐理解」 （二〇〇九年七月一三日、日本福音ルーテル東京教会）三、マイケル・ルート「エキュメニカ な対話におけるルーテル教会、その過去と将来」 （二〇〇九年九月四
日、ルーテル学院大学）
四、マティアス・ペッツォルト「基礎神学（
F
undam
entaltheologie ）とはなにか
―
世俗化の脈絡における神
学的基礎作業」 （二〇一〇年三月二日、日本福音 東京教会）
6本号に掲載したのは、そのときの講演を翻訳したものである。それぞれの訳者は講演会で通訳を務めた所員で
ある。ロバート・コルブの訳者は江藤直純所員（ルーテル学院大学教授、日本ルーテル神学校校長） 、ヨアヒム・リングレーベンとマティアス・ペッツォルトの訳者は徳善義和所員（ルーテ 学院大学、日本ルーテル神学校名誉教授） 、マイケル・ ートの訳者は石居基夫所員（ルーテル学院大学准教授）である。
なお、講演当時、ロバート・コルブはミズーリ派ルーテル教会のコンコーディア神学校教授、ヨアヒム・リン
グレーベンはドイツのゲッティンゲン大学 組織神学の教授、マイケル・ ートはサウスカロライナにあるサザン神学校の教授、マティアス・ペッツォルトはライプツィヒ大学の教授であった。ロバート・コルブとマイケル・ルートの講演は英語で、ヨアヒム・リングレーベンとマティアス・ペッツォルトの講演はドイツ語 行われた。なお、次ページに掲載したポスタ にペッツォル 案内がないのは、彼の来日予定 決定が遅かったためである
ルター研究所は二〇一〇年に開設二五周年を迎えたが、その記念事業として、一、 「 ター 樫 木」の植樹
式、二、開設二五周年記念チャリティーコンサート、三、 「ルター新聞」のデザイン一新、四、ルタ の説教『イエス・キリストについて』 （一五三三年）のオリジナル版の復刻と翻訳の出版、それに加えて、創立一〇〇周年記念講演の翻訳を掲載した『ルタ 研究』第一〇巻の出版であった。それぞれでご奉仕くださった方々に改めて感謝したい。この『ルター研究』第一〇巻は二〇 年中には発行できなかったが、それでも年度内に発行できたのは、訳者の方々と出版を担当したリトンのおかげであっ 。
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